
　わかもと製薬株式会社は、1929年（昭和4年）に東京の
芝公園大門の地で設立された。1962年（昭和37年）に現
在まで続く主力製品である「強力わかもと」を発売。国内の
みならず、海外からも高い評価を得ている。現在では東京
本社と８つの支店を展開し、「強力わかもと」のほか、医療用
眼科用剤や各種医療用医薬品・診断薬の製造・販売を行っ
ている。
　今回紹介する相模大井工場は、1968年（昭和43年）に
相模研究所とともに、神奈川県大井町に建設された。豊か
な自然や雄大な富士山を望み、豊富な地下水が湧き出る
足柄平野を流れる酒匂川のほとりに最新の設備を完備し
た生産施設である。この相模大井工場において、停電対策
による医薬品製造環境の継続稼働を目的として、ガスエン
ジンコージェネレーションシステム（以下、コージェネ）が
2013年（平成25年）に導入された。廃熱は製造プロセスに
全量供給することで省エネルギーに貢献している。

Case3

ブラックアウトスタート仕様のコージェネ
採用によるＢＣＰ対応

省エネルギー性の向上（廃熱由来蒸気の製
造プロセスへの全量供給・ボイラ給水加熱源と
しての廃熱温水利用）

環境配慮アピールツールとしての活用

医薬品製造拠点のBCPと
製造プロセスの省エネルギー化に貢献するコージェネ

わかもと製薬株式会社
相模大井工場

■ 施設概要
名 称 わかもと製薬株式会社　相模大井工場

所 在 地 神奈川県足柄上郡大井町金手378

建 物 規 模 敷地面積：67,246.88㎡
総延床面積：24,439.24㎡（2014年8月時点）

工 場 開 業 
年 月

1968年（昭和43年）6月
（コージェネは2013年（平成25年）7月に稼働）

主 要 製 品 医薬品（点眼剤）、医薬部外品（胃腸薬）、
動物用診断キット

Wakamoto 
Pharmaceutical Co., Ltd.
Sagami Ohi Plant
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 ［ 

導
入
の
経
緯 

］

　

製
品
は
、
薬
機
法
に
規
定
さ
れ
る
Ｇ※

Ｍ
Ｐ

基
準
に
適
合
し
た
設
備
に
お
い
て
、
万
全
の

供
給
体
制
の
も
と
で
生
産
さ
れ
た
原
料
・
包

装
材
料
を
用
い
、
原
材
料
搬
入
・
製
造
・
保

管
・
物
流
に
至
る
ま
で
の
段
階
で
検
査
し
、

厳
密
な
品
質
管
理
体
制
を
経
て
、
患
者
や
消

費
者
の
も
と
へ
届
け
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
製

造
環
境
に
は
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
が
求
め
ら

れ
る
。
こ
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
に
対
す
る
電

源
供
給
が
事
業
継
続
に
お
け
る
重
要
課
題
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
停
電
時
に
も
電
力
供
給

が
可
能
な
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ス
タ
ー
ト
仕
様

の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
（
定
格
出
力
７
０
０
kW
×
１

台
）
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
空
調
・
照
明
の

よ
う
な
医
薬
品
製
造
環
境
に
必
要
な
設
備
を

稼
働
維
持
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

（
※
）Good M

anufacturing Practice

の
略
。医
薬
品

及
び
医
薬
部
外
品
の
製
造
管
理
及
び
品
質
管
理
に
関
す
る

基
準
。

 ［ 

電
力
供
給
系
統 

］

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
か
ら
供
給
し
て
い
る
電
力
系

統
は
、
強
力
わ
か
も
と
を
製
造
し
て
い
る
製

剤
棟
の
み
な
ら
ず
、
注
射
薬
系
統
、
培
養
系

統
、
原
薬
系
統
、
点
眼
剤
系
統
な
ど
、
い
ず

れ
も
製
造
の
観
点
か
ら
重
要
な
系
統
で
あ
る
。

た
だ
し
、
停
電
時
に
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
み
で
補

う
専
用
回
路
と
い
う
形
は
と
ら
ず
、
有
事
の

際
に
担
当
係
員
が
駆
け
付
け
、
丹
念
に
安
全

性
を
確
認
し
た
上
で
、
配
電
操
作
に
よ
り
Ｂ

Ｃ
Ｐ
対
応
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
製
品
保
管

倉
庫
の
室
温
管
理
、
製
造
工
程
（
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
）
や
研
究
施
設
の
環
境
維
持
な
ど
の

重
要
機
能
を
受
け
持
つ
こ
と
と
な
る
。

　

契
約
電
力
は
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
前
の

２
０
１
３
年
６
月
ま
で
が
２
２
０
０
kW
の
高

圧
弾
力
供
給
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
コ
ー

ジ
ェ
ネ
導
入
後
に
は
１
８
０
０
kW
ま
で
低
下

し
た
。
新
棟
増
築
な
ど
に
起
因
す
る
特
高
回

避
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
特
高
回

避
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ま
で
の
度
重
な
る
夏

季
ピ
ー
ク
オ
ー
バ
ー
課
金
対
策
（
ピ
ー
ク
電

力
抑
制
、
電
力
使
用
均
衡
化
）
や
東
日
本
大

震
災
を
経
て
、
有
事
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
散

化
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
も
十
分
に
検
討
考
慮
し

た
結
果
と
い
え
る
。
次
に
年
間
電
力
使
用
量

に
つ
い
て
み
る
と
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
前

は
１
０
０
０
０
Ｍ
Ｗ
ｈ
前
後
で
あ
っ
た
が
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
後
は
８
０
０
０
Ｍ
Ｗ
ｈ
前

後
を
推
移
し
て
い
る
。
な
お
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
へ
の
電
力
供
給
が

事
業
継
続
に
お
け
る
重
要
課
題

ガスエンジン・コージェネ（700kW）

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム株式会社

モ デ ル 名 EP700G

燃 料 種 別 都市ガス（13Ａ）

定 格 出 力 700kW

台数・設置場所 １台・屋外地上設置

効 率 総合：73.8％／発電：41.8％／排熱回収：32.0％

廃 熱 回 収
蒸気（廃熱回収ボイラ）：定格蒸気発生量390kg/h〈0.78MPa〉
温水：�取出温度88.0℃、還り温度83.0℃、流量45.2㎥/h、
	 熱交換器容量262.9kW

廃熱利用用途 乾燥・殺菌

蒸気
蒸気ヘッダー

商用電力

発電電力

排ガス

給水

都市ガス

電力 排ガス
蒸気ボイラ

蒸気

補給水

廃熱

補給水タンク
（軟水タンク）

小型貫流ボイラ
（2t/h×6台）

ガスエンジンコージェネ
（700kW）

工場内
系統連系

製造プロセス

熱交換器
（262.9kW×2台）
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■ エネルギーフロー図■ 電力使用量の推移（単位：ＭＷｈ／年）
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運
転
し
て
い
る
時
間
帯
は
、
法
定
休
日
お
よ

び
電
力
会
社
の
指
定
休
日
以
外
に
お
け
る
年

間
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
転
に
基
づ
い
て
お
り
、
午

前
８
時
か
ら
午
後
10
時
で
あ
る
。
コ
ー
ジ
ェ

ネ
の
定
期
点
検
の
時
期
と
し
て
は
、
商
用
連

系
さ
れ
て
い
る
の
で
、
負
荷
軽
時
お
よ
び
自

家
発
補
給
電
力
不
使
用
見
込
み
時
季
で
あ
る
。

ま
た
運
転
時
間
（
２
０
０
０
時
間
毎
）
に
よ

り
時
季
等
を
考
慮
し
て
計
画
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
半
年
周
期
（
運
転
時
間
）
の
定

期
点
検
と
し
て
、
毎
年
夏
期
と
冬
期
の
シ
ー

ズ
ン
イ
ン
前
を
予
定
し
て
い
る
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
の
向
上

謝辞

　今回の施設取材にあたり、
ご多忙の中ご対応いただき
ました、わかもと製薬株式
会社 執行役員 相模大井工
場長 谷口様、製造部技術課 
秋山様、総務部 金子様には、
この場をお借りして改めて
お礼を申し上げます。 （取材・

文：沼中秀一）

い
て
は
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
か
ら
遡
る
こ
と

９
年
前
（
２
０
０
４
年
）、
ボ
イ
ラ
の
仕
様

と
燃
料
の
転
換
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
も

と
も
と
重
油
焚
き
炉
筒
煙
缶
ボ
イ
ラ
を
使
用

し
て
い
た
が
、
工
場
敷
地
に
隣
接
し
て
敷
設

さ
れ
て
い
た
都
市
ガ
ス
（
中
圧
）
を
敷
地
内

に
引
き
込
み
、
ボ
イ
ラ
棟
を
新
設
し
た
。
ボ

イ
ラ
棟
内
に
は
、
都
市
ガ
ス
焚
き
小
型
貫
流

式
蒸
気
ボ
イ
ラ
（
２
ｔ
／
ｈ
×
６
台
）
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
、研
究
所
棟
に
は
、

温
水
ボ
イ
ラ
が
２
台
設
置
さ
れ
て
い
る
。

環
境
配
慮
ア
ピ
ー
ル
ツ
ー
ル
と
し
て
の
活
用

 ［ 

環
境
報
告
書 

］

　

わ
か
も
と
製
薬
株
式
会
社
で
は
、
国
民
の

健
康
と
幸
福
を
願
う
製
薬
企
業
の
一
員
と
し

て
、
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
企
業
責
任
と
認

識
し
、
環
境
保
全
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
る
。
相
模
大
井
工
場
に
お
い
て
は
、
環

境
負
荷
低
減
の
継
続
的
改
善
は
重
要
な
テ
ー

マ
と
し
て
、
各
部
門
の
徹
底
し
た
体
制
に
よ

り
環
境
保
護
に
努
め
て
い
る
。
環
境
へ
の
取

り
組
み
の
具
体
的
な
成
果
は「
環
境
報
告
書
」

に
ま
と
め
、
毎
年
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
し
て
い
る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
導
入
し
た
翌

年
の
２
０
１
４
年
の
環
境
報
告
書
の
表
紙
を
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
写
真
が
飾
っ
て
お
り
、
コ
ー

ジ
ェ
ネ
を
環
境
配
慮
の
ア
ピ
ー
ル
ツ
ー
ル
と

し
て
活
用
し
て
い
る
。
な
お
コ
ー
ジ
ェ
ネ
導

入
に
あ
た
っ
て
は
、
一
般
社
団
法
人
都
市
ガ

ス
振
興
セ
ン
タ
ー
の
平
成
24
年
度
ガ
ス
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
費
補
助
金
を

取
得
し
て
い
る
。

　

 

廃
熱
由
来
蒸
気
の

  

製
造
プ
ロ
セ
ス
へ
の
全
量
供
給

　

製
造
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、
製
品
の
乾

燥
や
殺
菌
を
行
う
た
め
に
蒸
気
を
大
量
に
使

用
し
て
い
る
。
そ
こ
で
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
廃
熱

回
収
ボ
イ
ラ
由
来
の
蒸
気
は
製
造
プ
ロ
セ

ス
に
全
量
供
給
し
て
い
る
。
供
給
容
量
は
、

３
９
０
kg
／
ｈ
（
０
・
78
Ｍ
Ｐ
ａ
）
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
製
造
プ
ロ
セ
ス
用
に
蒸
気
を

一
括
供
給
し
て
い
る
都
市
ガ
ス
焚
き
小
型
貫

流
ボ
イ
ラ
２
次
側
の
蒸
気
ヘ
ッ
ダ
ー
へ
の
接

続
と
、
ボ
イ
ラ
１
次
側
の
補
給
水
の
予
熱
対

応
で
あ
る
。
こ
の
予
熱
系
統
は
容
量
と
し
て

は
ご
く
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
設
置

し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
小
型

貫
流
ボ
イ
ラ
の
蒸
気
を
利
用
し
て
ボ
イ
ラ
補

給
水
を
予
熱
し
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
も

の
で
あ
る
。
現
在
も
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
稼
働
し

て
い
な
い
夜
間
や
日
曜
等
は
現
行
状
態
で
あ

り
、
そ
の
部
分
を
利
用
し
て
配
管
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
ヘ
ッ
ダ
ー
に
対
し
て
新
規
の
取

出
口
を
増
設
せ
ず
に
済
ん
で
い
る
。
な
お
こ

の
系
統
に
対
す
る
蒸
気
供
給
量
の
制
御
は
、

補
給
水
タ
ン
ク
（
軟
水
タ
ン
ク
）
内
の
設
定

温
度
に
よ
る
蒸
気
調
整
弁
制
御
で
あ
る
。

   

ボ
イ
ラ
給
水
加
熱
源
と
し
て
の

   

廃
熱
温
水
利
用

　

さ
ら
に
廃
熱
温
水
は
、
都
市
ガ
ス
焚
き
小

型
貫
流
ボ
イ
ラ
の
給
水
加
熱
源
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
を
向
上
し

て
い
る
。
そ
の
際
、
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
か
ら
の

廃
熱
温
水
系
統
へ
の
熱
交
換
の
サ
イ
ク
ル
に

お
い
て
、
熱
交
換
器
を
２
台
設
置
し
て
い
る
。

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
側
（
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
熱
回
収
）

の
熱
交
循
環
水
は
、
ク
ー
ラ
ン
ト
処
理
さ
れ

て
い
る
た
め
、万
が
一
の
補
給
水
タ
ン
ク（
軟

水
タ
ン
ク
）
へ
の
混
入
を
防
止
す
る
目
的
で

ボ
イ
ラ
室
内
に
も
熱
交
換
器
を
設
置
し
て
い

る
。
都
市
ガ
ス
焚
き
小
型
貫
流
ボ
イ
ラ
に
つ

ボ
イ
ラ
棟
内
に
設
置
さ
れ
た
都
市
ガ
ス
焚
き
小
型
貫
流
式

蒸
気
ボ
イ
ラ（
２・０
ｔ 

／
ｈ
×
６
台
）

11 コージェネ導入事例


